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2007年 6月25日

報道関係者各位
液晶ポリマーの価格改定について

ポリプラスチックス株式会社


弊社では、液晶ポリマー（LCP樹脂、商標「ベクトラ®」）の価格について7月1日出荷分から値上げ致します。なお、弊社の液晶ポリマーの値上げは2004年10月21日以来となります。
ポリプラスチックス株式会社は、このたび液晶ポリマー（LCP樹脂、商標「ベクトラ®」の価格改定を下記のとおり実施致します。

弊社では、これまでグループ全社を挙げて、合理化とコスト低減に努めてまいりました。しかしながら、世界的な原油価格およびナフサ価格の高騰と、それに伴うベンゼン、フェノール等の主原料および副資材価格の上昇が著しく、このコスト上昇分は弊社のみの努力では吸収できがたい状況となっております。

こうした事情から、今回液晶ポリマーの価格改定を下記の通り実施することに致しました。

今後とも、お客さまのニーズに応えした高品質製品の安定的供給に努めてまいりたいと存じます。

記

１．価格改定品目および改定額；

液晶ポリマー： 商標「ベクトラ®」　全グレード
２．価格改定額：


国内：（現行価格）＋90円/kg


海外：（現行価格）＋US＄0.80/kg

３．価格改定実施時期：２００7年7月１日出荷分より
以上
【会社概要】
【ポリプラスチックス株式会社】　（英文社名：Polyplastics　Co.,　Ltd.）
＜設立＞

1964年５月


＜資本金＞
30億円


＜株主＞

ダイセル化学工業株式会社（出資比５５％）、Ticona社（出資比４５％）

＜代表者＞
代表取締役社長　神村　安正（こうむら　やすまさ）

＜事業内容＞
各種ポリマー及びプラスチックス等の製造販売

＜取扱製品＞
ポリアセタール樹脂「ジュラコン」、PBT樹脂「ジュラネックス」、液晶ポリマー「ベクトラ」、PPS樹脂「フォートロン」、GF-PET樹脂「FR-PET」、環状オレフィンコポリマー「TOPAS」
＜工場＞

富士工場（静岡県富士市）
＜研究所＞
研究開発センター、テクニカルソリューションセンター（静岡県富士市）

＜売上高＞
約1,034億円（２００6年1月から１２月）
＜液晶ポリマー「ベクトラ」＞

液晶ポリマーは、エンジニアリングプラスチックの中でもスーパーエンプラと呼ばれる高機能樹脂の一つです。

弊社のベクトラ LCPは、1986年に米セラニーズ社(現Ticona社)より輸入販売を開始、さらにコンパウンドの国産化により、アジア地域に於けるパイオニアとしてLCP市場の開拓・拡大に尽力してまいりました。1996年には富士工場にポリマー重合プラントを建設しポリマーの国産化を実現、2001年には富士工場の重合能力増強を実施し、現在の5,200ﾄﾝ/年のポリマー製造能力を有するに至っています。

この間ベクトラLCPは、機械物性に優れる「ベクトラAシリーズ」、耐熱性および流動性に優れる「ベクトラEiシリーズ」、さらに耐熱を高めた「ベクトラTシリーズ」、最高レベルの耐熱性と良成形性を両立した「ベクトラSシリーズ」など、用途や使用条件に応じた製品ラインアップを拡充し、LCPのトップメーカーとして電機・電子部品をはじめとする幅広い市場で多くのユーザーのご支持をいただいてきました。
最近、携帯電話・PC・DVC等の情報通信機器の小型薄型化に伴って、狭ピッチ化、小型薄型化されたコネクタへのニーズが高まってきています。その中で高流動性・高耐熱性を持っている液晶ポリマー「ベクトラ®」は、このようなコネクタ材料としても高い評価を得ています。
【当件に関するお問い合わせ】
· ポリプラスチックス株式会社  

東京都港区港南二丁目18-1 JR品川イーストビル
URL：http://www.polyplastics.com


　総務部広報担当　　伊庭野

Tel: 03-6711-8600   Fax: 03-6711-8606
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